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平成21年度 岩手県農業研究センター試験研究成果書 
区分 指導 題名 防草シートを使用したイブキジャコウソウによる省力的な法面管理方法の検討 

［要約］ 
 基盤整備直後の農地法面の雑草管理のためイブキジャコウソウを定植する場合、従来の方法では、完全に被覆する
までの２～３年間は手作業による雑草の抜き取りが必要であったが、生分解性の防草シートを用いることにより、雑
草の抜き取りは不要となる。 
また、初年度の被覆率はマルチ区で84.3％、マット区で84.5％であり、従来の定植方法による初年度の被覆率85.0
％と同程度の被覆率を得る。 
初年度の100㎡当たりの経費はマルチ区で75,000円、マット区で223,000円であり、従来の定植方法に較べ、マルチ
区で38,000円、マット区で186,000円増加する。 

キーワード ｲﾌﾞｷｼﾞｬｺｳｿｳ ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｶﾊﾞｰﾌﾟﾗﾝﾂ 省力的法面管理 企画管理部 農業経営研究室 

1 背景とねらい 
岩手県農業研究センターでは、これまでグラウンドカバープランツの試験研究からイブキジャコウソウによる農地

法面の雑草管理の有効性を確認し、一般農家への導入に向け、栽培マニュアルの作成と母株の一般配付を行ってきた。 

しかし、従来の法面にセル苗を植え付ける定植方法では、法面を完全に被覆するまでの２～３年間は手作業による

雑草管理が必要であり、特に初年度の雑草の抜き取りの労働負担が大きく、除草作業を軽減させる定植方法の確立が

課題となっていた。 

そこで、基盤整備直後の農地法面に生分解性の防草シートを用いてイブキジャコウソウを植栽した場合に係る経費、

労力を取りまとめ、現地での導入の判断材料に資するものである。 

2 成果の内容 
(1) 防草シートを用いた定植方法 
  ア マルチ区の定植方法 

（ア） マルチに 20cm×20cm 間隔で十字に縦横 5cm ほどの切れ込みを入れる（図２）。 

（イ） マルチを 15cm の釘で法面に固定する。 

（ウ） マルチの切れ込みに電動ドリルで定植用の穴を空ける。 

（エ） 定植用の穴に緩効性の化成肥料を２粒入れる。 

（オ） セル苗をマルチの上から定植する。 

（カ） 苗にかん水する。 

  イ マット区の定植方法 

(ア) マットに 30cm×30cm 間隔に横に 10cm ほどの切れ込みを入れる。 
(イ) マットに苗固定用の袋を取り付ける（図３）。 
(ウ) マットを 15cm の釘で法面に固定する。 
(エ) ポット苗の用土に緩効性の化成肥料を２粒押し込み、ポット苗を苗固定用の袋に挿入する。 
(オ) ポット苗の用土に 15cm の釘を打ち込み、苗を法面に固定する。 
(カ) 苗にかん水する。 

(2) 従来の定植方法と防草シートを利用した定植方法による初年度の被覆率の比較 
防草シートを用いた定植方法による初年度の被覆率は、マルチ区（20cm×20cm 間隔で定植）で 84.3％、
マット区（30cm×30cm 間隔で定植）で 84.5％、慣行区（20cm×20cm 間隔で定植）で 85.0％であり、防草
シートを用いた定植方法でも慣行区と同程度の初年度の被覆率となった（表１）。 

(3) 防草シートを用いた定植方法の導入経費と労働時間 
マルチ区の導入経費は、100 ㎡当たり 74,817 円でマルチやマルチを法面に固定する釘の費用が増加する
ため慣行区に較べ 38,038 円高くなる。また、マット区の導入経費は、100 ㎡当たり 222,634 円で、マット
やマットを法面に固定するための釘、育苗用ポットなどの経費が増加するため、慣行区に較べ 185,855 円
高くなる（表２）。 
マルチ区の労働時間は、100 ㎡当たり 31.6 時間でシート加工作業が増加するが、雑草管理が 0時間とな
ったため、慣行区に較べ 16.3 時間少ない。また、マット区の労働時間は、100 ㎡当たり 47.6 時間で、シ
ート加工が増加したが、雑草管理が 0 時間となったほか、ポット苗の定植本数が減少するため定植時間が
減少し、慣行区と同程度となった（表３）。 

    3 成果活用上の留意事項 
(1) 本実証試験を実施した平成 21年 7月 17日から約１ヶ月の間、定期的な降雨があり、定植後の水管理（散
水）は不要であったが、通常年の場合、表３に示した労働費並びに労働時間を要する。 

(2) 本年度の実証試験において、定植に要する時間が平成20年度研究成果「基盤整備直後の法面管理としてのｲﾌﾞ
ｷｼﾞｬｺｳｿｳの経営評価」の成果に較べ減少したのは、法面直高や法面の土壌硬度が低かったことによるものである。 
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4 成果の活用方法等 
(1)適用地帯又は対象者等  基盤整備事業実施地区、環境保全活動団体等 
(2)期待する活用効果    基盤整備後の法面除草作業の省力化、環境保全活動の推進  

5 当該事項に係る試験研究課題(H20-26)ｲﾌﾞｷｼﾞｬｺｳｿｳによる基盤整備直後の水田法面管理実証（H20～H21 令達） 
6 研究担当者 土澤 一博 
7 参考資料・文献 
(1) 平成17年度研究成果「ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｶﾊﾞｰﾌﾟﾗﾝﾂとしてのｲﾌﾞｷｼﾞｬｺｳｿｳの法面被覆効果」 
(2) 平成19年度研究成果「ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｶﾊﾞｰﾌﾟﾗﾝﾂとしてのｲﾌﾞｷｼﾞｬｺｳｿｳによる農地法面の植生管理」 
(3) 平成20年度研究成果「基盤整備直後の法面管理としてのｲﾌﾞｷｼﾞｬｺｳｿｳの経営評価」 
(4) 平成20年度研究成果「イブキジャコウソウ栽培マニュアル」 

8 試験成績の概要（具体的なデータ） 
  
 

 
   

 
 
 
 
                                
 
 
 

   

 
 

         
図２ マルチの加工         図３ マットの加工 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マルチ  ポリ乳酸繊維を原料としたシート状の生分解性の防草マルチ 

     厚さは0.5mm程度で、数年で分解 

マット  ポリ乳酸繊維を原料としたフェルト状の生分解性マットを表地

に、ジュートを裏地にした２重構造の防草マット 

     厚さはマットが3mmジュート1mm程度で、数年で分解 

図２は、10cm間隔で切れ込みを入れたマットに苗固定用の袋を固定して

いる様子である。 

表１　初年度の被覆率調査

試　験　区
栽植密度
（株／㎡）

苗の形状
被覆率
（％）

マルチ区 23.3 セル苗 84.3

マット区 11.3 ポット苗 84.5

慣行区 23.3 セル苗 85.0

試験区の設置場所：経営体育成基盤整備事業実施地区

北上江釣子第二地区

定植日：平成21年7月17日

調査日：平成21年9月25日

マスの寸法　　　　    2cm×2cm
全体のマスの数 　    625
連続で50%以上被覆されたマス 364
被覆度 58%

図１　被覆率の調査方法

表２　導入経費の比較

① 慣行区
（円）

② マルチ区
（円）

③ マット区
(円）

②－①
（円）

③－①
（円）

肥料（定植時の肥料） 704 704 704 0 0

農薬費（定植時の除草剤） 150 150 150 0 0

諸材料費 2,939 52,079 189,009 49,140 186,070

小農具費 392 392 392 0 0

変動費計 4,185 53,325 190,255 49,140 186,070

労働費計 32,594 21,492 32,379 △ 11,102 △ 215

合　計 36,779 74,817 222,634 38,038 185,855

100㎡当たり費用 差

費　　目

注１）慣行区は平成20年度研究成果「基盤整備直後の法面管理としてのイブキジャコウソウの経営評価」の成績である。
注２）肥料費、農薬費及び小農具費は平成20年度研究成果「基盤整備直後の法面管理としてのイブキジャコウソウの経営評価」の成績による。
注３）諸材料費のマルチ及び釘の単価、マット区の用土（追加分）は平成20年度の単価を用いた。
注４）諸材料費のマットは、平成21年度からの販売であり、平成21年度の単価を用いた。
注５）労働単価は、平成20年度の奥州市農作業労賃単価680円/時間を用いた。

表３　労働時間の比較

① 慣行区
(時間)

②マルチ区
(時間)

③マット区
(時間)

差 ②－①
(時間)

差 ③－①
(時間)

育苗 13.1 13.1 17.8 0.0 4.7

シート加工 0.0 3.5 12.1 3.5 12.1

定植 27.7 11.1 13.7 △ 16.6 △ 14.0

水管理 3.9 3.9 3.9 0.0 0.0

雑草管理 3.2 0.0 0.0 △ 3.2 △ 3.2

労働時間計 47.9 31.6 47.6 △ 16.3 △ 0.3

100㎡当たり労働時間

作業内容

注１）シート加工は、マルチ区においては20cm×20cm間隔で切れ込みを入れるのに要した時間であり、マット区においては30cm×
30cm間隔で切れ込みを入れ、苗固定用の袋を取り付けるのに要した時間である。
注２）水管理は、平成20年度試験研究成果「基盤整備直後の法面管理としてのイブキジャコウソウの経営評価」の成績である。
注３）マット区の育苗のうちセル苗の育苗までの時間は、平成20年度試験研究成果「基盤整備直後の法面管理としてのイブキジャ
コウソウの経営評価」の成績である。


